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Pr123 と Pr124 のバイブリッド構造を有する Pr247(=Pr123+Pr124)は，他のすべての銅酸化物と

は異なり，超伝導を誘起するのは CuO2平面構造ではなく Cu2O2の double chainsであることが強

く示唆されている[1]。前回我々は，高圧酸素処理の過程を経ずに Pr247 を超伝導化することに成

功し，良質な超伝導 Pr247試料を再現性よく合成できることを報告した[2]。 

一方，核磁気共鳴法(Nuclear Magnetic Resonance, NMR)は，核スピンをプローブとする分光法で

あるため，物質のサイト毎の微視的な情報を得ることができる。このため古くは，超伝導の標準

理論と位置づけられている BCS理論に対して実験的に証拠を与え[3]，その後も種々の超伝導発現

機構を明らかにしてきている[4]。そこで我々は，NMR法による Pr247の超伝導発現機構の解明を

目指して研究に着手した。 

今回は，超伝導性 Pr247の室温での Cu核スピンで見た電子状態について報告する。Pr247と同

様に Y123と Y124のバイブリッド構造を有する Y247の結果では，２種類ある CuO2平面のうち，

Y123 ユニット内（通例，Cu(2)と表記される）と Y124 内（通例，Cu(3)と表記される）からの信

号とが明確に区別して観測される[5]が，Pr247 では，この両者は区別されない。これは，Cu(2)と

Cu(3)が感じる環境（具体的には電場勾配）が同じであることを示す。また，その値も Y247 のも

のよりも有為に大きい。この傾向は，高圧酸素処理で得られた Pr247 の結果[6]と同様であるが，

今回の試料では線幅が 3 割程度，先鋭化している。これは今回の試料の結晶性の均一度が高くな

っていることを示す。 

他方，粉末試料の微小単結晶を磁場中で配向したものは，NMR測定にとっては大きな 1個の単

結晶よりも好都合である。今回は，超伝導性 Y124の三軸配向試料の配向度を，NMR測定によっ

て明らかにする試みにも着手した。当日は，これら 2点の詳細について議論する。 
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